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１．目的 

 人の睡眠中の体動の増加は、特に仙骨部分の体圧によ

る血行障害を原因とするものが多く1)、更に寝たきりの人

の床ずれの発生部位においても、仙骨部がその多くを占

めている2）ということは周知のことである。そこでマク

ラの高さが仙骨部の体圧を増加させ、その結果その部位

の血行障害の発生と大きく関わりをもっていることを検

証した。 
２．方法 

 被験者10名を８0mmの厚みのウレタンフォームマット

レス（密度30.4kg/㎥、硬さ145.0N、引張り強さ106.0kPa、

伸び 170.0％、反発弾性 52.0％圧縮残留歪 2.0％、繰返

し圧縮残留歪 1.3％）の上に仰臥位を保ち、マクラとし

て 8mm の厚みのウレタンフォーム（密度25.0kg/㎥、硬

さ130.0N、引張り強さ90.0kPa,伸び150.0％、反発弾性

39.0％、圧縮残留歪4.5％、繰返し圧縮残留歪3.0％）の

ものを重ねて高さ調整をした。 

まず、本人が心地良いと感じるマクラの高さを基本と

し、それに1枚づつウレタンフォームを重ね8mm、16mm、

24mmに高さをアップし、平均体圧及び仙骨部体圧の変化

を調べた。 

体圧測定器は XSENSOR TECHNOLOGY CORPORATION の

XSENSOR PRESSURE MAPPING SYSTEMを使用した。 

３．結 果 

 
 

 
４．考 察 

まず平均体圧について、心地よいと感じる高さのマクラを

基本とし、それに24mmの高さアップをした場合の増加率が

最も高くなったのは被験者 D の 110.42％であった。しかし

ながら被験者平均では、102.45％であった。 

更に仙骨部体圧について、基本の高さと 24mm の高さア

ップをした場合の増加率が最も大きくなった被験者 D で

152.38％であり、最も少ない被験者 C で 103.25％、平均で

は 117.37％となっている。 

ここで平均体圧と仙骨部体圧の増加率についてみると、

体全体の中で仙骨部が局部的に高くなっていることがわか

る。 

５．まとめ 

  10 名の被験者全てがマクラの高さアップに伴い仙骨部

体圧が増加するという結果となった。 

マクラの高さにおいて、頭部の重さによりウレタンフォー

ムが沈み込むため、8mm のウレタンがそのまま 8mm の高さ

を保つことはないということを考慮する必要がある。しかしな

がら、マクラの高さと仙骨部の体圧の因果関係は十分に存

在することは明らかである。要するに心地よく感じるマクラの

高さより高いものを使用した場合、仙骨部の血行障害が発

生しやすく、それが痺れとなり、それを回避するための体動

が多くなり熟睡率が低下することに繋がるものである。 

以上のことから、より快適で安定的な睡眠をとるためには

心地よく感じる適切な高さのマクラを用いることが重要であ

るといえるのである。 

更にここで要介護者において特殊寝台を使用する場合

を考えると、背上げをすることによって肩の付近までマクラ

がずり下がることが発生するが、この場合マクラの高さを高

くしたのと同じ様な状態となり、結果的に仙骨部の体圧が大

きくなり、床ずれの発生に繋がることになる。よって、介護者

は背上げの度にマクラの位置に注意し、正しくマクラが使用

されることが床ずれを減らす要因のひとつになるのである。 
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